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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

in
栃
木　

開
催
報
告

栃木県
令
和
３
年
２
月
３
日
（
水
）
栃
木
県
及
び
当

協
会
主
催
に
よ
る
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ

ー
in
栃
木
」
を
W
E
B
配
信
方
式
に
よ
り
開
催
し

ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
第
一
部
と
し
て
減
災
と
男
女
共

同
参
画 

研
修
推
進
セ
ン
タ
ー
共
同
代
表　

浅
野 

幸
子
氏
を
講
師
に
招
き
「
地
域
連
携
に
よ
る
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
演
題
で
講
演
し
て
い

た
だ
き
き
ま
し
た
。

ま
た
第
二
部
と
し
て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

く
ま
も
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
の
樋
口  

務
氏
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
災

害
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
（
熊
本

地
震
と
令
和
２
年
７
月
豪
雨
と
の
違
い
）」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
連
携
に
よ
る

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

講
演
①

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
災
害
支
援
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

（ 

熊
本
地
震
と
令
和
２
年
７
月
豪
雨
と
の

違
い
）

講
演
②

特
定
非
営
利
活
動
法
人

く
ま
も
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表　

樋
口  

務 

氏

昭和35年大分県日田市生まれ。大学卒業後、
建設コンサルタントにてインフラの設計業
務等に従事する傍ら、平成 13 年より NPO
法人くまもとに所属。平成 24 年 10 月よ
り２年間、熊本市市民活動支援センターの
総括責任者として市民活動の基盤整備の推
進及び NPO と他セクターとの連携のため
のコーディネーションの企画立案を手掛け
る。平成 28 年の熊本地震発生直後から、「全
国災害ボランティア支援団体ネットワーク

（JVOAD）」と連携し、「熊本地震・支援団
体火の国会議」などを運営。同年 10 月「く
まもと災害ボランティア団体ネットワーク

（KVOAD）」を設立し、現在に至る。

減
災
と
男
女
共
同
参
画 

研
修
推
進
セ
ン
タ
ー

共
同
代
表　

浅
野 

幸
子 

氏

阪神・淡路大震災で学生ボランティアから NGO
のスタッフとなり、在宅避難者・仮設住宅・全
焼地域の復興支援などに４年間従事。その後、

（財）消費生活研究所や地域婦人会の全国組織で
事務局・研究員として働きつつ法政大学大学院
を修了。平成 23 年に東日本大震災女性支援ネッ
トワークの活動に参加し、平成 26 年より現職。

「避難所運営ガイドライン」（内閣府・平成 28 年）
など国・自治体の防災政策にも関わっている。

PROFILE

PROFILE

20-09-276_p01-74_共通.indb   6320-09-276_p01-74_共通.indb   63 2021/03/18   午前 11:59:022021/03/18   午前 11:59:02


